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parameter a:1<0<2); i-thsiteの SpinはN-成分 Soi…isoil,･･,SoiNl
･-ナ2
でS｡i≡ ∑豊IS.2i｡ の対称性を仮定〕 を採 り,覇i- 一定の拘束条件を附して,逮
続 spinで表わされた次の HamiltoniandensityJr(x)- 与〔az(▽go)2+b.2(▽0/2g.)2
I-.2i.2:･･五 g｡(育.2)2が得られる｡添字 Oはunreor-alized量を示し,a.2≒O,
bo2-0はSR-,bo2≒O,ao2-0はLR-,a20≒o≒b02は共存 (CE)一相互作用系に















[7.2.首2〕(oく2-0≦7)cE regime圧 よりZ3a,Z3b,Zl,Z3が Feynman
diagram 展開を通 して,夫々定まる｡
rpropagator】 G(p)- 〔a2p2+b2pOT'atTcは計算 を複掛 け るので,次の
展開形を用いる :ll(a2+b2)p271〔1+∑…_162m(1-pO-2)nT ･･p2-壁 , 〔(a2+
b2)pOyl〔1+∑m l言2m(ト p2-0)ml･.･p0-割 ,亮2…x2/(a2+b2日 orX-aorb｡
rRenormalizatin-groupequations】 (case日 ea-0,(Case侶 eb-0,(Case皿)
Eaキ 0キ ebに分けて調べるo (Case｡ :〔〟∂/∂〟+-A(h首2ト C(γ3,γ｡,γ5)〕r(n)
(pi:i,首2,I,≡,〟〕-0, -a(盲,首2)…p-(ら)伊 h P～(首2)∂/∂石2,C(T3,T4,u b
r5)≡ nr3(占)/2+T4(占)T∂/∂7十r5(こ)云∂/∂LCl～ (～印は無次元量 を示す ;五…
言(言2十r2)-Vu)p-(占),P～(的 (…刷 )は連立方程式oD(a,62)伽 Gz.Z;2-u b
-8｡-ip-b(首2,,(言2+62,, 項 ,首2)血 石2Z3bZ;1- -Ebから得られ 卑
(j-3,3b,4,5日まγ)(a,首2)≡ -A(a,首2)Bnzjで与えられるo (Case- )に
ついても同様にして 用 巧 lが求められるo





(case.日 :p2一理 Lorpo一割 のPrOPagatOrで展開して得られた 刷 の表式から図の
ような曲線が求められるo首三Sニト eb･7'2P>o･ この関係か ら安定な固定点は
(u*,石*2,-(u昌R,0)lor(G昌R,0)1 回- での固有値は Iu-e｡,}bH Eb+り(2).ヲ
















[(2iu守 Eu f言+志 〔2(5N+22ト (N･2鳩 十言+完 (i-1)}〕,
e
'潮 , )｡- eu'･･･,スaニー Ea十･･,ここに, E'-20-d･この固定加 長距離一
短距離相互作用の競合領域の値である｡
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